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平成26年度「家庭の日Jrオアシス運動jポスターの部 最優秀作品
宗像市立河東中学校2年松山楓花さんの作品

（公益社団法人）福岡県青少年育成県民会議は、

青少年問題の重要性にかんがみ、広く県民の総意を結集し、国や県の施策に呼応して、総合的な運

動を展開し、将来を担う青少年の健全な育成を図ることを目的に昭和41年12月13日に結成されました。

（昭和45年社団法人。平成25年4月1日公益社団法人に移行となる。）

回



青
少
年
を
巡
る
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

日
少
年
育
成
団
体
の
中
核
で
あ
り
ま
す
。

…
で
、
青
少
年
育
成
県
民
会
議
が
取
り
組
ん
で
こ

…

児
童
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
く
、
児
童
虐

…
ら
れ
た
野
外
学
習

・
地
域
に
お
け
る
青
少
年
リ
…
待
、
い
じ
め
な
ど
、
痛
ま
し
い

ニ
ュ
ー
ス
は
後

…
l
ダ
l
や
ボ
ラ
テ
イ
ア
の
育
成

・
中
国
江
蘇
省

…
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
会
議

…
と
の
青
少
年
囲
碁
交
流
な
ど
は
子
ど
も
た
ち
を

…
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に
と

…
大
き
く
成
長
さ
せ
る
か
け
が
え
の
な
い
機
会
と

…
っ
て
豊
か
な
心
や
人
間
性
、
社
会
性
を
培
う
こ

…
な
っ
て
い
ま
す
。

…
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

子
ど
も
た
ち
は
次
代
の
福
岡
県
、
日
本
を
担
…
す
。
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の

…
う
大
切
な

「宝
」
で
す
。
資
源
に
乏
し
い
我
が

…
と
思
わ
れ
ま
す
。

…
国
に
お
い
て
は

「人
」
こ
そ
が
、
最
も
重
要
な

…

若
者
た
ち
に
は
無
限
の
「
可
能
性
」
が
眠
つ

…
資
源
で
す
。

…
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
そ
の
可
能
性
を
引

今
後
の
福
岡
、
日
本
の
発
展
を
考
え
る
と
、
…
き
出
す
責
務
が
あ
り
ま
す
。

グ
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
地
域
で
活
躍
す
る

日

県
が
推
進
し
て
い
る
「
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ヤ

給

長

…
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
私
た
ち
県
民
会

…
人
材
H

の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

…
ス
運
動
」
と
と
も
に
連
携
を
深
め
、
県
政
の
最

矧

桧

…

議
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
…
次
代
を
担
う
返
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

…
重
要
課
題
で
あ
る
青
少
年
育
成
の
た
め
に
、
県

i

i

－
 

糊

－⑮

信
章
…

昭
和
制
年
発
刊
以
来
県
民
会
議
は
青
少
年

…
成
の
た
め
今
後
も
県
民
会
議
の
皆
様
と
連
携
を

…
民
会
議
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

膿
一
d
．

煉
喜

…
の
健
全
育
成

ι耳
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

…
深
め
、

青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
…
す
。

i
－

i

－
 

叫育
寸

J

酎
ヨ

…

3
年
目
と
な
る
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
費

…
ま
す
。

…

U

年
一

年
日

目

、

一
‘．
v

k
γ
E
…
任
も
大
き
く
な
っ
て
し
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
…

」
…

総
会
後
、

新
し
い
理
事
を
迎
え
て

財

一
・

融

…

三
致
団
結
し
て

「活

動

員

」
を
広
げ
、
青

…

若

者
た
ち
の

「無
限
の
可

能

性

」

を

…

第

2
回
理
事
会
を
開
催

一

』

日

、

…

引

き
出
す
の
は
大
人
の
責
務

福
「

洞

…
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
し
と

日

a
A
－

－
z
E

－
 

側

r
E

4
…
思
い
ま
す
。

ご

l
i
l
i－
－

u引
d
進

…

新

理
事
6
名
と
新
監
事
1
名
、
ま
た
城
裕
介

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し
…

」

…
一

且

．．．．
．
 

維
長

…
新
事
務
局
長
を
迎
え
、
新
た
な
体
制
が
準
認
さ

て
い
ま
す
。
社
会
生
活
に
つ
い
て
い
け
な
、
皆

…
子
ど
も
た
ち
は
日
本
を
担
う

宝

」

…

一

l
・

園

園

田

圃

捻
員
人

…
れ
、
総
会
後、

第
2
回
目
の
理
事
会
が
開
催
さ

者
や
自
立
の
遅
れ
も
深
記
し
て
い
ま
す
。
違

…

人
『
」
そ
が
重
要
な

資

源

…

一

押

弘

官

幽

圃

副

相
時

i
…
れ
た
。
そ
の
中
で

健
全
育
成
部
会
の
下
茂
野

法
、
且
つ
有
害
な
情
報
の
氾
濫
は
私
た
ち
大
人

…

…

，

柏

い

d圃
凪

聞

則

幽

髄
斑
…
吋

…
部
会
長
か
ら
今
年
度
の
野
外
学
習
の
ス
ロ
l
ガ

社
会
に
も
、
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

…

晴

子

…

a．
圃
圃
副
．
薗

隅
商

…
ン
を

す
。
し
か
し
、
こ
」
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
…

ぷ

j
aJ
福

…

め

る

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

県

…

は
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
第
初
回
少
年

…

岡

老

υ

県
有
各
地
域
の
市
町
村
民
会
議
を
は
じ
め
、
…

今
年
は
県
民
会
議
創
立
羽
年
目
と
な
り
、
日

福

海

…

｜

！

ー

の
主
張
全
国
大
会
で
福
岡
県
代
表
の
山
本
由
菜

…

日

そ
の
趣
旨
に
賛
慣
す
る
企
業
、
個
人
の
賛
助
会

…
周
年
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
、
活
動
を
考
え
て

き
ん
（
飯
塚
第

一
中
学
校
三
年
）
が
内
閣
総
理
…

…
員
等
か
ら
な
る
県
民
会
議
は
本
県
に
お
け
る
青

…
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第 193号

（
公
社
）
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

平
成
幻
年
度
定
時
総
会
開
か
れ
る

と
き
・
・

5
月
m
B＠

と
こ
ろ
・
・福
岡
リ

1
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

海
老
井
副
知
事
、
守
谷
新
社
会
推
進
商
工
委
員
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
出
席
の
下
、
第

特
回
、
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
公
益
社
団
法
人
設
立
か
ら

今
年
で
3
年
目
、
新
理
事
6
名
、
新
監
事
1
名
、
新
事
務
局
長
の
戟
任
な
ど
、
新
た
な
県
民
会

議
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
総
会
で
は
お
年
度
の
事
業
、
収
支
決
算
報
告
に
続
き
、
幻
年
度
の
活
動

方
針

・
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
に
先
立
っ
て
、
永
年
功
績
の
あ
っ
た
2
団

体
と
8
個
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
最
年
賀
助
会
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

一致団結して、
I活動の輪jを広げて
いくことが肝要f

園



表
彰
｝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

8
個
人
と
2
団
体
に
表
彰
状

6
個
人
と
2
固
体
に
感
謝
状

団草さ
れ
る

総
会
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
県
内
の
青
少
年
健
全
育
成

を
推
進
す
る
た
め
優
れ
た
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
個
人
・

団
体
等
の
功
績
を
讃
え
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
深
い
理
解
を
示
さ
れ
永

年
に
わ
た
り
賛
助
会
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
感
謝
の
意
を

表
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
方
々
、
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

※ 

）
は
活
動
年
数

。
個
人
表
彰

0 
中
山

敏
美

（日
年
）
飯
塚
市
下
三
緒

平
成
ロ
年
か
ら
飯
塚
東
地
区
青
少
年
育
成
健
全
育
成
会
の
事

務
局
長
と
し
て
地
域
の
非
行
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た
め
、
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
、
夜
間
巡
回
、
セ
ン
タ
ー
補
導
等
の
青
少
年
育
成

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
カ
レ
！
大
会
、

文
化
祭

で
の
石
焼
き
芋
、
ど
ん
ど
焼
き
祭
り
で
の
豚
汁
、
小
学
校
卒
業

号幻

生

へ
の
祝
餅
等
の
無
償
提
供
事
業
に
参
加
、
指
導
に
従
事
さ
れ

第

る
等
、
永
年
に百一
り
健
全
育
成
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

O
樋
口
平
成
4
年
か
ら
福
岡
保
護
観
察
所
保
護
司
と
し
て
引
年
の
長

O
徳
島

勝

（
辺
年
）
飯
塚
市
川
島

平
成
4
年
か
ら
久
世
ケ
浦
子
供
会
役
員
、
会
長
。
平
成
5
年

か
ら
は
立
岩
地
区
子
ど
も
会
役
員
等
の
要
職
に
従
事
さ
れ
、
自

治
会
で
の
環
境
美
化
運
動
、
子
ど
も
山
笠
世
話
役
、
学
校
と
の

連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
推
進
事
業
等
の
活
動
に
参
加
し
、

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
る
等
、
子
ど
も
会
は

も
と
よ
り
青
少
年
の
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成
の
た
め
永
年
に

亘
り
活
躍
さ
れ
た
。

し
げ
ひ
で

繁
秀

（
お
年
）
飯
塚
市
勢
田

き
に
亘
り
更
正
保
護
活
動
に
貢
献
し
、
飯
塚
警
察
署
補
導
員
と

し
で
も
活
動
、
平
成
辺
年
か
ら
は
飯
塚
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

補
導
員
と
し
て
毎
月
1
固
定
期
補
導
活
動
を
行
う
と
共
に
、
飯

－－－－－－－－－－－－－－－－．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

塚
市
頴
団
地
区
青
少
年
健
全
育
成
会
副
会
長
と
し
て
、
地
域
の

青
少
年
の
健
全
育
成
、

地
域
の
安
全

・
安
心
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
。

O
繁
永

五
郎

（
初
年
）
行
橋
市
中
央

平
成
元
年
か
ら
行
橋
市
南
校
区
青
少
年
協
議
会
の
推
進
委
員
、

会
長
の
要
職
に
従
事
さ
れ
、
行
橋
南
小
学
校
の
生
徒
に
田
植
え
、

稲
刈
り
、
餅
つ
き
の
指
導
、
毎
年

1
回
夏
休
み
に

「ふ
れ
あ
い

体
験
学
習
」
を
実
施
、
平
成
ロ
年
か
ら
は
小
学
生
と
共
に
通
学

路
の
清
掃
活
動
に
と
り
組
ま
れ
た
。

平
成
辺
年
か
ら

「安
心
・

安
全
児
童
の
見
守
り
隊
交
通
指

導
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に

深
い
理
解
と
情
熱
を
も
っ
た
活
動
に
と
り
組
ま
れ
た
。

O
吉
留

利
子

（
凶
年
）
行
橋
市
行
事

平
成
同
年
か
ら
行
橋
警
察
署
の
少
年
補
導
員
、
行
橋
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
委
員
を
歴
任
し、

児
童

・
生
徒
の
健
全
育
成

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
、
行
橋
市
の
青
少
年
健
全
育
成
並
び
に
市

民
会
議
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

平
成
凶
年
か
ら
は
民
生
児
童
委
員
主
任
児
童
員
、
平
成
げ
年

か
ら
は
行
橋
市
教
育
委
員
会
教
育
部
指
導
室
特
別
相
談
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
。

O
河
津

敏
郎

（
初
年
）
太
宰
府
市
三
条

平
成

7
年
か
ら
太
宰
府
少
年
の
船
に
実
行
委
員
、
運
営
委
員

と
し
て
乗
船
し
、
団
員
の
指
導
に
活
躍
。
平
成

8
年
か
ら
は
、

固



号
太
宰
府
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ダ

l
ズ
ク
ラ
ブ
の
育
成
会
運
営
と
し
て
活

q
u
 
日
勤
す
る
等
、

青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
。

第

O
田
淵

よ
し
や
す

善
保
（
お
年
）
大
任
町
今
任
原

大
任
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
前
身
で
あ
る
、
青
少
年
指

導
会
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
初
年
以
上
に
亘
り
、
青
少
年
健
全
育

成
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
。
大
任
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
副
会
長
と
し
て
育
成
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
わ
れ
、
行

政
機
関
や
民
間
機
関
と
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
青
少
年
の
非
行

防
止
、
健
全
育
成
活
動
に
永
年
に
百
一り
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
の
会
長
、
社
会
教
育
委
員

の
要
職
に
就
か
れ
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育
成
運
動
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

。
森

質士
生：．
（
お
年
）
苅
田
町
若
久

平
成
叩
年
か
ら
苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
導
環
境
部

会
理
事
、
平
成
げ
年
か
ら
は
同
町
民
会
議
理
事
長
と
し
て
苅
田

町
の
健
全
育
成
活
動
に
従
事
。
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
街
頭
補
導
、

少
年
を
守
る
日
補
導
、
朝
の
声
か
け
運
動
等
の
活
動
に
よ
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
柔
道

家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
昭
和
田
年
に
苅
田
町
体
育
協
会
柔
道
部

を
設
立
。
誠
実
で
責
任
感
が
強
く
、
指
導
者
と
し
て
模
範
に
な

る
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」
を
目
標
に
永
年

に
亘
り
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

。
団
体
表
彰

代
表

O
今
川
校
区
青
少
年
育
成
協
議
会行

橋
市
寺
畦

村
上
晴
喜

区
長
会
、
老
人
会
、
子
ど
も
会
、
学
校
等
と
連
携
し
、
公
民

館
で
の
親
子
の
ふ
れ
合
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
児
童
、
保
護
者

青
少
年
協
議
会
に
よ
る
清
掃
活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
清
寿
会
に
よ

る
竹
と
ん
ぼ
等
の
昔
遊
び
の
伝
承
に
よ
る
世
代
間
交
流
、
毎
年

童
ク
ラ
ブ
）

に
よ
る

3
月
に
親
子
の
ふ
れ
合
い
ク
オ

l
キ
ン
グ
、
区
長
会
（
清
流
河

毎
月
2
回
の
「
声
か

け
運
動
」
、
青
色
回

手
品

T
J
＋
1
0
、
ー
、
ー
ョ
レ

会
附
す
み

Z’
’
杭
l
，
ノ

v
f
a

・r
L
I－－
叶
川

車
に
よ
る
定
期
的
巡

回
等
児
童
の
健
全
育

成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、
地
域
に
お

け
る
健
全
育
成
運

動
、
非
行
防
止
活

動
、
安
心

・
安
全
活

動
等
永
年
に
亘
り
貢

献
さ
れ
た
。代

表

O
い
な
っ
き

「
「
虫
〆

0
0通
学
合
宿
」
嘉
麻
市
口
春

野
見
山
聡
史

平
成
8
年
度
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
9
年
度
第
1
・・・・・・・． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

回
通
学
合
宿
を
開
始
。
事
前
研
修

（8
月
下
旬
1
泊
2
日
）
、

圃

研
修

（9
月
下
旬
4
泊

5
日
）
、
事
後
研
修

（叩
月
中
旬
）。

稲

し
な
が
ら

築
西
、
稲
築
東
小
学
校
5
年
生
を
対
象
に
公
民
館
で
寝
泊
ま
り

子
ど
も
同
士
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
を

通
し
、
生
活
習
慣
、
生
活
体
験
を
経
験
し
、

自
立
性
、
主
体
性

を
育
て
る
活
動
を
永
年
に
亘
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動

は
、
次
代
を
担
う
サ
ポ

l
タ
l
を
育
成
す
る
と
共
に
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

。
永
年
賛
助
会
員
感
謝
状

O
永
年

（初
年
）
特
別
賛
助
会
員

・
日
本
た
ば
こ
産
業
椋
式
会
社

O
永
年

（初
年
）
賛
助
会
員

・
苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
平
成
7
年
日
月
入
会

平
成
7
年
山
月
入
会

平
成
7
年
8
月
入
会

平
成
7
年
8
月
入
会

平
成
7
年
9
月
入
会

平
成
7
年
8
月
入
会

平
成
7
年

・
上
野

・
笠
原

・
葉
玉

・
大
薮

・
海
本

・
牟
田

博
幸
手n
靖子
敏
雄

平
成
7
年
同
月
入
会

高一
司成

入
会

・
下
茂
野 （川
年
）
賛
助
会
員

寛

平
成
同
年
日
月
入
会

O
永
年困

・
戒
回

・
中
島

・
吉
留

征
四
郎
協
枝
利
男
踊
子

平
成
げ
年
4
月
入
会

平
成
同
年
3
月
入
会

平
成
げ
年
5
月
入
会

平
成
げ
年

5
月
入
会
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0地場連携推進事業｛九州ヌ、ロック研修会）

－日程 ：平成27年9月16日（水）

－場所：沖縄県那覇市

0市長村民会議・青少年育成運動推進指導員

青少年育成指導者合同研修会

－日程（予定） ：平成28年3月

0九州各青少年育成県民会議九州地区会論
－日程（予定） ：平成27年10月

－場所：宮崎県

2 青少年健全育成事業 ｜ 

0少年の主張福岡県大会
－日程：平成27年8月29日出

・場所：岡垣町サンリーアイ

0少年の野外学習事業
「異年齢交流で育て 1青少年J
－日程：平成27年8月5日休）～9日（日）

・場所 ：国立諌早青少年自然の家（諌早市）

O福岡県民きわやかマラソン大会
－日程 ：平成27年ll月29日但）

－場所：海の中道海浜公園（福岡市）

O膏少年囲碁受流事業

・福岡県大会

・日程：平成27年8月23日（日）

・場所：福岡県吉原合同庁舎 （福岡市）

．中国江蘇省受流大会

－日程（予定） ：平成28年3月（江蘇省）

O青少年育成指導者研修会

－日程（予定）：平成28年 1月下旬（福岡市）

園

平成26年度少年の主張福岡県大会（H26.8.23)

la 健全な家庭づくり雄進事業 ｜ 

or家庭の日Jrオアシス運動jの推進
・作品募集 ：平成27年8月～9月

．最優秀作品・優秀作品の展示

0親子教室事業

・指定継続 ：柳川市（3年次）・田川市（2年次）

．新規指定：小郡市（l年次）

O乳幼児教育研修会

・日程（予定） ：平成28年2月

Oより良い親子関係講座事業

少年の野外学習事業（H26.8長崎県諌早市）

いつもそこに、いつでもそばに。

一 －
ミ弓〆 西日本シティ銀行
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筑紫少女宛
～生き方をも う一度考え る～

福岡市東区奈多 1302-105

少
年
だ
ち
は
、
少
年
院
で
の
教
育
を
通
し
て
、
自
ら
の
問
題
を
見
つ
め
、
改
善
し

て
社
会
に
戻
っ
て
い
く
。
二
度
と
犯
罪
・
非
行
を
犯
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
本
人
の
努
力
の
ほ
か
に
、
社
会
の
人
々
の
温
か
い
似
と
援
助
が
不
可

欠
で
あ
る
。

（法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
よ
り
鍛
粋
）

福
岡
県
内
に

2
カ
所
あ
る
少
年
院
の
う
ち
、
今
回
は
少
女
を
対
象
と
し
だ
筑
紫
少

女
苑
を
訪
問
し
、
施
設
次
長
の
亀
田
公
子
法
務
教
官
の
お
話
を
旬
っ
た
。
本
年
度
は
、

少
年
院
法
が
昭
和

μ
年
に
施
行
さ
れ
て
以
来
鉛
年
ぶ
り
の
全
面
改
正
と
な
り
、
現
場

で
の
変
化
や
矯
正
教
育
の
一
環
と
し
て
精
神
面
で
特
に
大
切
に
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
紹
介
す
る
。

の
外
部
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る

少
年
院
視
察
委
員
会
に
よ
り
面

接
も
行
わ
れ
る
。
少
年
が
自
由
に

意
見
を
書
け
る
ポ
ス
ト
は
従
来
も

設
置
し
て
い
た
が
、
委
員
会
に
よ

り
内
容
を
確
認
す
る
な
ど
、
新
た

な
制
度
も
発
足
し
た
。

F庁在ま也グ~院は 第ーす品川（副的）
tr,ー余 ：のj主体11.グネ院の通五な苦ぽi王宮γaる
r r t> ,, . Ar之づ告の人税γ尊重 l勺つ．干の村位｛：必l’
t: i珪切な婦五私有fの他のtd主当者の徒会主・苛威I：貸す
る処退ξ行う ：rIミょう．丘f之官告の依＊主主上広(It"門局1・
4土会1!ゆ？圃る ；l"y 同的 Fする．

沿
革
と
設
立
の

U
的

－
筑
紫
少
女
苑
は
、
全
国
に

9
カ
所
あ
る
う

ち
、
九
州
地
方
（
沖
縄
を
除
く
）
で
唯

一
の

女
子
少
年
院
で
あ
る
。
昭
和
山
年
に
南
区
皿

山
に
福
岡
少
年
院
の
分
院
と
し
て
発
足
。
日

年
に
本
院
に
昇
格
し
、
独
立
。
昭
和
的
年
に

現
在
地
に
移
転
し
た
。

－
こ
の
施
設
は
、
法
務
省
所
管
で
、
家
庭
裁

判
所
か
ら
保
護
処
分
と
し
て
送
致
さ
れ
た

は
歳
以
上
初
歳
未
満
の
少
女
を
収
容
し
て

い
る
。
在
院
者
は
6
月
8
日
現
在
日
名
。
少

女
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
矯
正
教
育
や
生

活
で
精
神
面
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
、
社
会

復
帰
を
め
ぎ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

少
年
院
は
禁
固
等
の
刑
罰
と
は
全
く
異
な
り
、

少
年
を
健
全
な
社
会
生
活
に
適
応
さ
せ
る
た

め
の
施
設
で
あ
る
。

改
正
の
柱

①

適
切
な
処
遇
の
実
施

－
筑
紫
少
女
苑
で
は
、
今
迄
も
実
施
さ
れ
て

は
い
た
が
、
出
院
者
（
苑
を
出
た
少
女
）
の
相
談
が
制

度
と
し
て
設
け
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
が
保
護

観
察
所
に
出
向
い
て
会
う
な
ど
、
法
律
に
よ
り
手
厚
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
師
や
弁
護
士

改
正
の
柱

②

川
非
行
防
止
に
向
け
た
取
組
の
充
実

きロ 田直扇町プ~祖国喧？ヲ園 の点律に・祉法つく過・
4グ・ 祉主i悦 γ立七三園 あをで定ま会等か」を教
変ラ目黒il占.：；1吋’ 語品目 E圃 る取はめた復をり 司 、育
わム II・it.-:.-1皇・.：；，：:itt一官・ 少り 、ら 、帰明と .l 3プ
つを lll;j！.手1i立玄l』圃 年入大れ特へ確焦級級ロ
た必 l,IE~ ，：窓左上:l I lこれき予定の化点長「グ
とず t lW 士l~lt 暮 すr寸 l は やな 4ム準しを新自ラ
出遅Fι 刷 A L____::.J圃 』 薬教被管活備、当去分ム

き施説面白示板 中央に 52の美徳の 物育害 V」指を在てメをに
です 言必がある。少女たちは月ごとに言葉 非をを再導行院、社巨
あるを選び目標にする 行実き詫同っ空矯全2い
る J た少指家め・る国ラこよ防施主立新ご謀長宗~~
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－
現
場
で
は
、
外
部
か
ら
の
就
労
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
の
連

携
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
が
得
ら
れ
る
体
制
に
な
っ
て
き

た
。
『
な
お
一
層
、
在
院
者
の
心
の
ケ
ア
を
メ
イ
ン
に
、

臼
常
の
生
活
に
焦
点
を
あ
て
て
い
き
た
い
』
と
、
施
設
次

長
は
言
わ
れ
る
。

園

J診

少
女
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と

「精
神
の
安
定
を
図
る
」

－
少
女
た
ち
の

一
日
は

6
時
半
に
起
床
、
朝
食
、
朝
札
が

芝
生
の
中
庭
で
行
わ
れ
る
。
苑
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
、
皆

で
朝
の
歌
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
、
日
課
が
始
ま
る
0

・
学
習
の
機
会
は
、
少
友
た
ち
に
は
新
鮮
。
は
じ
め
は
社

会
で
の
モ

l
ド
が
切
り
替
わ
ら
ず
勉
強
が
煩
わ
し
い
と

感
じ
る
子
も
い
る
が
、
だ
ん
だ
ん
出
来
る
こ
と
に
対
す
る

達
成
感
や
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
意
欲
が
わ
い
て
く
る
。
資
格

取
得
の
目
標
が
定
ま
る
と
モ
チ
ベ

i
シ
ヨ
ン
も
上
が
り
、

熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
が
自
信
を
生

み
、
集
中
力
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

－
少
女
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
。
更
生
途
中
で
あ
っ
て
も

立
派
に
社
会
で
働
い
て
い
る
ロ

1
ル
モ
デ
ル
の
存
在
は

大
き
い
。
職
員
は

一
つ
ひ
と
つ
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
自

信
を
つ
け
て
い
く
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

－
美
徳
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
上
記
写
点
参
照
）
で
は
ロ
個

の
価
値
あ
る
言
葉
の
中
か
ら
、
自
分
が
大
切
に
し
た
い
言

葉
を
選
び
、
日
常
の
生
活
で
心
が
け
る
。
出
院
ま
で
い
く

つ
も
の
価
値
に
自
分
を
近
づ
け
て
い
く
。
心
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

山

F

Lq

h
h
l
H

一J
U

’

b
－4
a弔

μ
3

1
取
材
を
終
え
て
i

J
r
t

一少

K
た
ち
は
必
寸
社
会
に
帰
っ
て
い
く

地
域
で
は
保
ぬ
月
町
、
協
力

闘

mmー
の
お
慌
訴
に
な
る
が
、
少
食
た
ち
の
周
り
に
凶日制用品自
が
階
、える

・
と
で
一階犯肘
抑
止
に
繁
が

る

吋
H

定
仕拝
、
筑
紫
少
K
A犯
を
必
附
し
て
卜

さ
い

少
年
目院
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ろ
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
H
，い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
ニ
と
で
、
社
会
で
の
用
解
荷
の
舗
が

広
が
る
と
思
い
主
寸
L

一
と
の
亀

m
d山政
均
数
点
の
可
同
然
に
・
送
り
川
十

側
と
受
け
入
れ
る
地
時
械
の
卸
．Mmと
述
地
加
が
大
切
だ
と
政
め
て
思
っ
た
．



第 193号

各地域から青少年健全育成に係わる活動の様子が届きました。今回tl:3市町の活動を紹介Lます。

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー

パス。ホ
l
ト
L

を
通
し
て

…

小
郡
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

小
郡
市
で
は
、

平
成
初
年
度
か
ら

「ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
わ
や
か
青
少
…

年
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
三
つ
折
り
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
の
記
録
帳
を
利
用
し
、
活
動
の

［き
っ
か
け
｝

と
｛
継
続
｝
を
つ
く
る
も
の
で
す
D

平
成
初
年
度
は

日
校
が
、
幻
年
は
日
校
が
事
業
に
参
加
し
ボ
ラ
ン
テ
…

イ
ア
活
動
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
①
ボ
ラ
…

ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
欄
に
子
ど
も
た
ち
が
記
入
す
る
…

と
、
②
大
人
が
ひ
と
こ
と
欄
に
ほ
め
る
言
葉
や
感
謝
…

の
言
葉
を
書
く
、
そ
し
て
③
子
ど
も
達
が
年
間
の
取
…

組
の
感
想
を
書
き、

「世
界
の
子
ど
も
達
に
ワ
ク
チ
…

ン
を
日
本
委
員
会
」
や

「日
本
盲
導
犬
協
会
」
等
、

応
援
し
た
い
団
体
を
選
ん
で
提
出
し
ま
す
。

全
国
の
応
援
し
た
い
団
体
の
集
計
後
、
そ
の
割
合

…

に
応
じ
て
、
企
業
協
賛
金
を
配
分
さ
れ
、
子
ど
も
た

…

ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
行
為
が
寄
付
に
代
わ
る

と
い
う
取
組
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
達
の
ボ
ラ
ン
テ
日

イ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第
5
回
ふ
み
の
里

爪
w
γし
少
y
E

…

ま
な
び
の
森
フ
工
ス
タ
A
内需
。

あ

い

さ

つ

声

掛

け

運

動

街

頭

啓

発

…

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

宇
美
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議

…

遠
賀
町
の
子
ど
も
達
に
、
命
の
大
切
さ
や
環

宇
美
町
青
少
年
育
成

四
日
司

B
E－－
l
d

E
E
・

…

境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
平
成
7

町
民
会
議
は
、
青
少
年

同
阻
’

A
T
一－

・
周
掴
E
・
“
手
度
よ
り
活
動
を
始
め
た

「鮭
の
放
流
会」

も

i
E
r
－－F
品
川
鳳
，

aa圏
…

j

教
育
に
関
わ
る
団
体
、

一
J目
L

I

l

－

－

T
噛

J
4

H
2
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

．
 

機
関
な
ど
、
お
の
団
体

「
1
E
－

A
嗣

I
1
KA
4
…

平
成
初
年
度
は
日
月
3
日
と
日
月
7
日
に
遡

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
特

一

τ
L
ω
副

4
円
1

、
－
…
上
し
た
鮭
を
捕
獲
し
、

嘉
麻
市
に
在
る
鮭
神
社

性
を
生
か
し
、
地
域
、

『
l
J

‘F円
は
ず
一
一

一
…
に
奉
納
し
ま
し
た
。

家
庭
、
学
校
と
協
力
、

｜

一よ
円
・

4
3a一
E

．
…

遠

賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
今
年
も

連
携
し
た
取
り
組
み
ゃ

rz苔
以

F
ト
L

品
困
・
冒

…
鮭
を
卵
か
ら
飼
育
し
約
5
叩
位
に
成
長
し
た
稚

子
ど
も
た
ち
へ
の
体
験

一

一初
白
副

」
司

副

M
回

…
魚
を
遠
賀
町
内
の
西
川
沿
岸
に
て
放
流
会
を
開

一｜
お
援
醇

＼M
幽
翻

活
動
の
場
の
提
供
を
行

．

医

院
ド
嗣
園
’

h
E圃
醤

…
催
し
放
流
し
ま
し
た
。

zf叫岬
噛
品
・
・
・
F
H
4泊
，
一一一一
日

っ
て
い
ま
す
。

＼

il
a
－－’
J
M
ト

…

今
年
は
飼
育
者
個
人
犯
名
と
け
団
体
を
含
め

町
や
教
育
委
員
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
日
月
…
約
制
名
の
参
加
者
で
約
2
8
0
0
匹
の
稚
魚
を

に
実
施
し
て
い
る
「
第
5
回
ふ
み
の
里
ま
な
び
の
森
フ
…
放
流
し
ま
し
た
。

ヱ
ス
タ
」
で
は
、
「ま
が
玉
づ
く
り
」
「
木
工
工
作
」
「廃

…

参
加
者
全
員
が
4
年
を
か
け
て
世
界
を
1
周

油
せ

っ
け
ん
づ
く
り
」
「あ
い
さ
つ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
…
し
て
戻
っ

て
来
る
鮭
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し

「チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
測
定
」
「赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ

l
…
た
。

ス
」
等
の
体
験
活
動
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
多
く
の
…

子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
商
工
会

…

に
よ
る

「ま
ん
ぷ
く
食
主
」
の
出
店
も
あ
り
、

一
日
を
通

…

じ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
小
中
学
生
に
よ
る
弁
論
大
会
「
少
年
少
女
の

日

主
張
大
会
」
や
、
「青
年
の
声
（
標
語）
」、
「図
書
館
を
使

…

っ
た
調
べ
る
学
習
」
入
賞
者
表
彰
も
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
お
年
度
に
募
集
し
、
決
定
さ
れ
た
運
動
推
…

進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「お
ハ
ロ

l
」
を
活
用
し
、

3
月
の
早

…

朝
に
J
R
宇
美
駅
前
広
場
に
て

「あ
い
さ
つ
声
掛
け
運
動
日

街
頭
啓
発
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
延
べ
印
名
の
参
加
者
が
…

あ
り
、
町
に
あ
い
さ
つ
が
広
が
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま

す
。

…

寸
鮭
の
放
流
会
」

圃



阿
国
国
国
周
回
四

U

主
な
行
事
（
H
U年
4
月
1
日
1
7
月
M
B）

第

4
月

1
日
削
減
事
務
局
長
赴
任

測
上
交
流
謀
長
赴
任

背
述
協
監
査

育
連
協
常
任
委
員
会

（
以
降
、

5
／
泊
、

6
／
目
、

7
／
泣
）

監
事
監
査

第
1
図
健
全
育
成
部
会
（
以
降
、

5
／
引
）

第
1
回
総
務
部
会
（
以
降
、

7
／
8
）

第
1
回
理
事
会

第
l
聞
広
報
部
会

（以降、

6
／
8
、お、
7
／
7
、
8
、幻）

マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
l
回
事
務
局
会
議

（以
降
、
7
／
7
）

川
け
日
川
W

印
日
開

5 
月

12 27 22 
日日目
仰倒的

日
日
幽

幻
日
目

印
日
働

引
日
間

6 
月

4
日
附

8
日
例

5
日
帥

7 
月

ロ
日
目

μ
日
幽

育
連
協
総
会

定
時
総
会

・
第
2
回
理
事
会

第
1
回
家
庭
部
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
ス
タ
ッ
フ

研
修
会
（
合
画
会
議
）

囲
碁
大
会
第
l
回
実
行
委
員
会

広
報
部
会
取
材

「育
成
キ
ャ
ン
プ」

ス
タ
ッ
フ
（
週
蛍
）
会
議

「育
成
キ
ャ
ン
プ
」
事
前
説
明
会

「少
年
の
主
張
」
第
1
次
審
査

新
賀
助
会
員
の
紹
介

特
別
賞
助
会
員

制
ア
サ
ヒ
緑
健

個
人
質
助
会
員

八
木
信
次
（
宗
像
市
）

米
崎
牧
（
福
岡
市
）

中
島
達
朗
（
福
岡
市
）

高齢者、障害者、子ども

たちなどへの地域の福祉
活動を支援します。
災害時には［災害ボラン
テイアセンターjの設置
や運営にも役立ちます。

この広報紙は、共同募盆の配
分を受けて発行しています。

青
少
年
夏
考
「挨
拶
と
は
こ
こ
ろ
の
垣
根
を
押
し
開
け
る
扉
」

公
益
社
団
法

人

福

岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

前
専
務
理
事

・
事
務
局
長

中

原

憲

幸

ふ
と
し
た
拍
子
に
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
…
く
ら
い
で
回
復
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
」
と、

挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、

…
顔
を
見
合
わ
せ
、

首
を
傾
げ
た
り
、
眉
に
し

女
房
と
二
人
し
て
初
年
振
り
に
長
崎
の
地
を
…
わ
を
寄
せ
た
り
し
て
、
そ
ん
な
会
話
を
し
た

訪
れ
ま
し
た
。
昔
の
ま
ま
グ
ラ
パ

l
公
園
は
…
の
で
す
。
二
百
ひ
と
こ
と
は、

本
当
に
た
わ

四
季
折
々
の
花
々
が
配
さ
れ
、
ま
た
高
台
の
…
い
の
な
い
言
葉
で
す
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ

斜
面
に
あ
る
こ
と
か
ら
建
物
の
テ
ラ
ス
や
庭
…
う
に
、
お
互

い
が
同
じ
状
況
に
置
か
れ
て

固
か
ら
は
長
崎
の
街
や
港
を

一
望
で
き
る
最

…
「共
通
の
思
い
」
に
立
っ
た
と
き
、
ま
っ
た

高
の
場
所
で
す
。
庭
園
内
を
歩
き
な
が
ら
、
…
く
知
ら
な
い
人
同
士
で
あ
っ
て
も
気
持
ち
を

私
は
ご
く
自
然
に
見
知
ら
ぬ
方
と
お
話
を
し
…

通
わ
せ
合
う
こ
と
が
で
き
る
、

こ
れ
が
挨
拶

て
い
ま
し
た
。
「
き
れ
い
で
す
ね
」
、

「え
え
、
…
の
素
晴
ら
し
き
だ
と
思
い
ま
す
。
止
ま

っ
て

本
当
に
」
何
の
構
え
も
な
し
に
知
ら
な
い
方

…
し
ま

っ
た
車
内
で
い
ら
い
ら
し
て
い
た
と
き

と
会
話
す
る
こ
と
に
新
鮮
な
喜
び
を
感
じ
ま

…
よ
り
も
、
ほ
か
の
人
と
同
じ
思

い
を
共
有

し
た
。
そ
れ
は
、
閉
じ
美
し
い
景
色
を
見
た
…
し
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
挨
拶
を
し
た
後
の
方

者
同
士
、
が
、
自
然
に
こ
こ
ろ
を
聞
い
た
挨
拶
…
が
、
ど
こ
か
ほ

っ
と
で
き
た
よ
う
に
も
思
い

の
言
葉
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

…
ま
す
。

帰
り
は
、
特
急

（
か
も
め
辺
号
）
が
鹿
島

…

挨

拶
は
人
と
人
と
の
こ
こ
ろ
の
垣
根
を
そ

七
浦
辺
り
で
緊
急
停
車
す
る
と
い
う
ア
ク
シ

“
っ
と
押
し
開
け
る
扉
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

デ
ン
ト
に
遭
遇
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
…
し
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
る
と
と

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く

“
も
に
、
大
人
は
し

っ
か
り
そ
の
こ
と
を
子
ど

対
話
を
す
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
…
も
た
ち
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
恩

人
同
士
が
、

「
こ
ま
り
ま
し
た
ね
」
、
「
ど
の

…
っ
た
次
第
で
す
。

編集後 記

即
日ヅ
は
定
時
総
会
が
主
体
の
紙
．
刷
に
な
り
ま
す
が
、
今
川
は
特
集
記
事

「筑
紫
少
交
苑
」

に
淀
川
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
V
法
務
教
行
・
苑
次
長
の
亀
川
公

f
氏
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
取
材
内
符
を
ま
と
め
て
い
ま
す
V
あ
ま
り
脚
の
中
に
知
、り
さ
れ
て
な
い
苑
内
の
生
活

や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
符
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す

v
m年
ぶ
り
の
少
年

院
法
の
改
正
に
よ
り
、
外
部
に
対
し
て
の
新
た
な
取
組
み
も
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

広
報
部
会
長

馬

場

t 

子

，賛助会員入会のお願い

ど納入いただく方法ラ

会費は、公謎社団法人福岡県青少年育成県民会議の次のいずれかの

口座に納入していただくか、県民会議事務局に直接ご持参くださし、。

西日本シティ銀行千代町支店 （普通預金） 3053033 
福岡銀行県庁内支店（普通預金） 526475 

筑邦銀行福岡支店（普通預金） 1597091 
福岡中央銀行本店（普通預金） 1030569 
県庁内郵便局郵便為替口座福 岡 01700-5-4057 

ど賢助会員の年会費ー〉

1,000円

法人ヌは団体 1口 15,000円

特別賞助会員 1口50,000門

印刷．高木印刷社

国

次代を担う青少年の健全育成を図るため、県民会議は、少年の主張大会、野外学

習、 マラソン大会など、 i機々な活動をしています。

県民会議では、賛助会員の募集を行っています。会費は左のとおりです。電話（092

643 6001）いただければ、資料をお送りいたします。

青少年の健全育成のために

人 1口個

でんわ（092)643-6001発行・｛公社｝徳岡県湾少年育成県民会務編集．県民会鑓広報音官会

」の
用
紙
は
、
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
って
い
ま
す
。


